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第
１　

事
案
の
概
要
及
び
争
点

本
件
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
兵
庫

県
丹
波
市
所
在
の
一
団
の
土
地（
以
下「
本
件
各
土
地
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
丹
波
市
長
が
、
平
成
30
年

１
月
１
日
に
お
け
る
価
格
を
合
計
約
２
億
９
３
０
万

円
と
決
定
し
て
土
地
課
税
台
帳
に
登
録
し
た
と
こ

ろ
、
本
件
各
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
納
税
者
で
あ
る

ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
が
、
前
記
の
価
格
を
不
服
と
し

て
、
丹
波
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の

申
出
を
し
た
の
に
対
し
、
同
委
員
会
が
、
同
審
査
の

申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
こ
と
か
ら
、
前

記
ゴ
ル
フ
場
経
営
会
社
（
原
告
、
上
告
人
）
が
、
丹

波
市
（
被
告
、
被
告
上
告
人
）
を
相
手
に
、
前
記
委

員
会
の
決
定
の
一
部
（
適
正
な
時
価
を
超
え
る
価
格

部
分
）
の
取
消
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
同
委
員
会

の
委
員
に
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し

て
、
国
賠
法
第
１
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
弁
護
士
費

用
相
当
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
賠
償

を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

本
稿
で
採
り
上
げ
る
論
点
は
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
決
定
が
固
定
資
産
評
価
基
準
の
解
釈
適

用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
さ
れ
る
べ

き
場
合
に
、
同
委
員
会
の
委
員
に
国
賠
法
第
１
条
第

１
項
の
違
法
性
（
公
務
員
の
職
務
上
の
注
意
義
務
違

反
）
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
国
賠
法
第
１
条
第
１
項
の

違
法
性
（
公
務
員
に
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
）
が

あ
る
と
評
価
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
第
一
審
及
び
原
審
は
、
い
ず
れ

も
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
は
職
務

上
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い

と
判
断
し
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
は
職
務
上
の

注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
り
、
法
令
等
の
解
釈
適
用
に
誤
り
が
あ

る
場
合
に
公
務
員
の
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
が

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
が
分

か
れ
た
事
案
で
あ
り
、
前
記
注
意
義
務
に
つ
い
て
考

え
る
に
当
た
り
参
考
と
な
る
判
例
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
２　

前
提
と
な
る
事
実

１　

関
係
法
令
の
定
め
等

（
１
）
地
方
税
法
第
３
４
１
条
第
１
項
第
５
号
は
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、「
価
格
」
と
は
「
適
正

な
時
価
」
を
い
う
旨
規
定
し
、
同
法
第
３
４
９
条

第
１
項
は
、
基
準
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
に
対
し

固
定
資
産
評
価
基
準
の
解
釈
適
用
の
誤
り
に
つ
い
て

国
賠
法
１
条
１
項
の
違
法
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

弁
護
士

石
川
　
重
弘

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

固
定
資
産
評
価
審
査
決
定
取
消
等
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
令
和
４
年
９
月
８
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治
４
９
４
号
35
頁
）
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て
課
す
る
基
準
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

は
、
基
準
年
度
の
「
価
格
」
で
土
地
課
税
台
帳
等

又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す

る
旨
規
定
し
、
同
法
第
３
８
８
条
第
１
項
は
、「
総

務
大
臣
は
、
固
定
資
産
の
評
価
の
基
準
並
び
に
評

価
の
実
施
の
方
法
及
び
手
続
（
以
下
「
固
定
資
産

評
価
基
準
」
と
い
う
。）
を
定
め
、
こ
れ
を
告
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、
同
法
第

４
０
３
条
第
１
項
は
、
市
町
村
長
は
、
同
法
第

３
８
８
条
第
１
項
の
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」（
以

下
「
評
価
基
準
」
と
い
う
。）
に
よ
っ
て
固
定
資

産
の
「
価
格
」
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
30
年
度
は
、
前
記

の
基
準
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
係
る
賦
課
期
日
は

平
成
30
年
１
月
１
日
で
あ
っ
た
。

（
２
）
評
価
基
準
（
昭
和
38
年
自
治
省
告
示
第
１
５
８

号
）
第
１
章
第
10
節
二
に
は
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
の

評
価
に
つ
き
、
①
当
該
ゴ
ル
フ
場
を
開
設
す
る
に

当
た
り
要
し
た
当
該
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
「
取
得
価

額
」
に
当
該
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
「
造
成
費
」
を
加

算
し
た
価
額
を
基
準
と
し
て
そ
の
価
額
を
求
め
る

方
法
に
よ
る
旨
定
め
ら
れ
て
お
り
、ま
た
、②
「
取

得
価
額
」
及
び
「
造
成
費
」
は
、
当
該
ゴ
ル
フ
場

用
地
の
取
得
後
若
し
く
は
造
成
後
に
お
い
て
価
格

事
情
に
変
動
が
あ
る
と
き
又
は
そ
の
取
得
価
額
若

し
く
は
造
成
費
が
不
明
の
と
き
は
、
附
近
の
土
地

の
価
額
又
は
最
近
に
お
け
る
造
成
費
か
ら
評
定
し

た
価
額
に
よ
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
（
前
記
の
う

ち
②
の
定
め
を
、以
下
「
本
件
定
め
」
と
い
う
。）。

（
３
）
評
価
基
準
の
定
め
の
取
扱
い
に
関
し
、
自
治

省
税
務
局
資
産
評
価
室
長
の
各
道
府
県
総
務
部
長

等
宛
て
「
ゴ
ル
フ
場
の
用
に
供
す
る
土
地
の
評
価

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
通
知
（
平
成
11

年
９
月
１
日
付
け
自
治
評
第
37
号
）
で
は
、「
取

得
価
額
」
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
当
該
ゴ
ル
フ

場
用
地
の
取
得
後
に
お
い
て
価
格
事
情
に
変
動
が

あ
る
と
き
又
は
そ
の
取
得
価
額
が
不
明
の
と
き

は
、
周
辺
地
域
の
大
半
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
ゴ

ル
フ
場
に
あ
っ
て
は
、
近
傍
の
宅
地
に
比
準
す
る

方
法
（
宅
地
比
準
方
式
）
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の

ゴ
ル
フ
場
に
あ
っ
て
は
、
開
発
を
目
的
と
し
た
近

傍
の
山
林
に
比
準
す
る
方
法
（
山
林
比
準
方
式
）

に
よ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、「
造
成
費
」
の

算
定
方
法
に
つ
い
て
、
当
該
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
造

成
後
に
お
い
て
価
格
事
情
に
変
動
が
あ
る
と
き
又

は
そ
の
造
成
費
が
不
明
の
と
き
は
、
ゴ
ル
フ
場
の

コ
ー
ス
に
係
る
全
国
の
平
均
的
造
成
費
（「
丘
陵

コ
ー
ス
」
に
あ
っ
て
は
９
２
０
円
／
㎡
程
度
、「
林

間
コ
ー
ス
」
に
あ
っ
て
は
７
７
０
円
／
㎡
程
度
）

を
参
考
と
し
て
市
町
村
に
お
い
て
求
め
た
額
を
基

礎
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
省
税
務
局
資
産
評
価
室
長
の
各
道

府
県
総
務
部
長
等
宛
て
「
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
評
価

に
用
い
る
造
成
費
に
つ
い
て
」と
題
す
る
通
知（
平

成
29
年
７
月
３
日
付
け
総
税
評
第
31
号
）
で
は
、

平
成
30
年
度
評
価
替
え
に
お
け
る
ゴ
ル
フ
場
用
地

の
評
価
に
用
い
る
「
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
に
係
る

全
国
の
平
均
造
成
費
」を
、「
丘
陵
コ
ー
ス
」に
あ
っ

て
は
８
４
０
円
／
㎡
程
度
、「
林
間
コ
ー
ス
」
に

あ
っ
て
は
７
０
０
円
／
㎡
程
度
と
算
定
し
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
前
記
の
各
通
知
を
合

わ
せ
て
「
ゴ
ル
フ
場
通
知
」
と
い
う
。）。

（
４
）
評
価
基
準
等
の
解
説
書
で
あ
る
固
定
資
産
税

務
研
究
会
編
「
固
定
資
産
評
価
基
準
解
説
（
土
地

篇
）」（
平
成
30
年
発
行
）
に
は
、
ゴ
ル
フ
場
通
知

に
お
け
る
「
林
間
コ
ー
ス
」
と
は
、
平
野
部
に
造

ら
れ
た
コ
ー
ス
で
、
特
に
土
工
事
（
土
量
の
切
り

盛
り
移
動
）
を
余
り
要
し
な
い
も
の
を
指
す
旨
記

載
さ
れ
、「
丘
陵
コ
ー
ス
」
と
は
、
丘
陵
地
帯
な

い
し
は
山
岳
の
す
そ
野
に
造
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
指

す
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
。

２　

経
緯
等

（
１
）
原
告
（
上
告
人
）
は
、本
件
各
土
地
を
所
有
し
、

本
件
各
土
地
に
お
い
て
ゴ
ル
フ
場
を
経
営
し
て
い

る
会
社
で
あ
り
、
本
件
各
土
地
の
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
で
あ
る
。

（
２
）
本
件
各
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
は
、
昭

和
20
年
頃
ま
で
滑
空
機
の
訓
練
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
山
間
に
あ
り
な
が
ら
も
傾
斜
の
緩
や

か
な
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
各
土
地
は
、
昭

和
45
年
頃
、
谷
が
な
く
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
昭
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和
49
年
頃
、
見
通
し
の
良
い
平
ら
な
ゴ
ル
フ
場
に

造
成
さ
れ
た
。

（
３
）
丹
波
市
長
（
被
告
、
被
上
告
人
）
は
、
平
成

30
年
４
月
頃
、
本
件
各
土
地
に
つ
き
、
取
得
価
額

に
つ
い
て
は
、山
林
比
準
方
式
を
用
い
て
評
定
し
、

造
成
費
に
つ
い
て
は
、「
丘
陵
コ
ー
ス
」
の
平
均

的
造
成
費
（
８
４
０
円
／
㎡
）
を
用
い
て
評
定
し

た
上
で
、
平
成
30
年
１
月
１
日
に
お
け
る
価
格
を

合
計
２
億
９
３
０
万
８
４
３
５
円
と
決
定
し
、
土

地
課
税
台
帳
に
登
録
し
た
（
以
下
「
本
件
登
録
価

格
」
と
い
う
。）。

（
４
）
原
告
は
、
平
成
30
年
７
月
31
日
、
丹
波
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
以
下
「
本
件
委
員
会
」

と
い
う
。）
に
対
し
、
本
件
各
土
地
に
係
る
本
件

登
録
価
格
は
評
価
基
準
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
価

格
を
上
回
る
な
ど
と
し
て
、
本
件
登
録
価
格
に
つ

い
て
の
審
査
の
申
出
を
し
た
。

（
５
）
本
件
委
員
会
は
、平
成
30
年
12
月
26
日
付
け
で
、

丹
波
市
長
が
、「
丘
陵
コ
ー
ス
」
の
平
均
的
造
成

費
（
８
４
０
円
／
㎡
）
を
用
い
て
造
成
費
を
評
定

し
た
こ
と
等
に
は
、
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
、
本
件
審
査
申
出
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
（
本

件
決
定
）
を
し
た
。

（
６
）
原
告
は
、
令
和
元
年
６
月
20
日
、
本
件
ゴ
ル
フ

場
に「
丘
陵
コ
ー
ス
」の
平
均
的
造
成
費（
８
４
０

円
／
㎡
）
を
用
い
て
造
成
費
を
評
定
し
た
こ
と
等

は
、
評
価
基
準
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

本
件
決
定
の
う
ち
評
価
基
準
に
従
っ
て
評
定
さ
れ

る
べ
き
金
額
を
上
回
る
部
分
の
取
消
し
を
求
め
る

と
と
も
に
、
弁
護
士
に
委
任
し
て
本
件
決
定
の
取

消
し
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
し
て
、
国
賠
法
第
１
条
第
１
項
に
基
づ

き
、
弁
護
士
費
用
相
当
額
２
０
０
万
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
賠
償
を
求
め
て
、
本
件

訴
え
を
提
起
し
た
。

第
３　

第
一
審
（
神
戸
地
方
裁
判
所
令

和
２
年
11
月
５
日
判
決
）

１　

本
件
登
録
価
格
の
誤
り
に
つ
い
て

第
一
審
は
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
区
分
を
丘

陵
コ
ー
ス
と
認
定
し
た
点
に
つ
い
て
、「
本
件
各
土

地
は
、
山
間
に
存
在
す
る
も
の
の
、
昭
和
16
年
に
は

す
で
に
滑
空
場
と
し
て
平
坦
に
整
備
さ
れ
て
い
た
土

地
で
あ
り
、
そ
の
後
、
植
林
が
さ
れ
た
以
外
に
状
況

の
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
ゴ
ル

フ
場
造
成
前
の
本
件
各
土
地
は
平
坦
な
地
形
で
あ
っ

た
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
造
成
後

も
、
本
件
各
土
地
全
体
の
勾
配
は
２
・
22
％
程
度
に

と
ど
ま
り
、
フ
ラ
ッ
ト
な
コ
ー
ス
と
し
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
に

当
た
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
土
工
事
を
要
し
な
か
っ
た
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
、
本
件

ゴ
ル
フ
場
の
造
成
費
の
評
定
に
当
た
っ
て
は
、「
林

間
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
る
の
が
相
当
で

あ
り
、
林
間
コ
ー
ス
よ
り
高
額
と
な
る
丘
陵
コ
ー
ス

の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
て
評
定
を
す
る
こ
と
は
本

件
各
土
地
の
価
額
を
過
大
に
算
出
す
る
も
の
で
、
評

価
基
準
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」
と
判
示
し
、
本
件
取
消
請
求
は
、
本
件
決
定

の
う
ち
、
林
間
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
て

算
定
さ
れ
る
価
格
を
超
え
る
部
分
の
取
消
し
を
求
め

る
限
度
で
理
由
が
あ
る
旨
判
示
し
た
。

２　

国
賠
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法
に
つ
い
て

第
一
審
は
、「
本
件
委
員
会
は
、
ゴ
ル
フ
場
等
用

地
の
算
定
に
お
い
て
取
得
価
額
と
造
成
費
を
加
算
し

た
価
額
を
基
準
と
す
る
と
い
う
評
価
基
準
を
前
提
と

し
つ
つ
、
取
得
価
額
と
造
成
費
の
算
定
に
当
た
り
、

い
ず
れ
も
山
林
素
地
の
価
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
が

整
合
性
の
と
れ
た
評
価
に
な
る
と
判
断
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
費
で
は
な
く
当
該
不
動

産
の
実
情
を
踏
ま
え
て
算
出
さ
れ
る
取
得
価
額
と
造

成
費
に
つ
い
て
、
そ
の
算
出
根
拠
の
整
合
を
図
る
べ

き
で
あ
る
と
の
解
釈
そ
れ
自
体
に
は
一
定
の
合
理
性

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
解
釈
に
基
づ

い
て
さ
れ
た
本
件
決
定
に
つ
い
て
、
本
件
委
員
会
の

委
員
に
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

３　

第
一
審
は
、
前
記
１
、２
の
と
お
り
判
示
し
て
、

本
件
決
定
の
一
部
を
取
り
消
し
、
原
告
の
そ
の
余

の
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
原
告
及
び

被
告
が
、
い
ず
れ
も
、
大
阪
高
等
裁
判
所
に
控
訴
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し
た
。

第
４　

原
審
（
控
訴
審
、
大
阪
高
等
裁

判
所
令
和
３
年
６
月
11
日
判
決
）

１　

本
件
登
録
価
格
の
誤
り
に
つ
い
て

原
審
は
、「
平
成
29
年
通
知
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
、同
通
知
で
は
、前
記
の
と
お
り
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー

ス
を
「
丘
陵
コ
ー
ス
」
と
「
林
間
コ
ー
ス
」
に
分
類

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
的
造
成
費
を
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
同
通
知
を
発
出
し
た
行
政
当
局
の
解
説
で

は
、「
林
間
コ
ー
ス
」
と
は
、「
歴
史
の
古
い
コ
ー
ス

に
多
く
見
ら
れ
、
平
野
部
（
平
地
林
地
域
）
に
造
ら

れ
た
コ
ー
ス
を
指
し
、
造
成
費
、
特
に
土
工
事
（
土

量
の
切
り
盛
り
移
動
）
を
余
り
要
し
な
い
も
の
で
あ

る
。」
と
さ
れ
、「
丘
陵
コ
ー
ス
」
と
は
、「
国
内
の

大
半
の
コ
ー
ス
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
丘
陵
地
帯
な
い

し
は
山
岳
の
す
そ
野
に
造
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
指
し
、

最
も
標
準
的
な
コ
ー
ス
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。」

と
さ
れ
て
い
る
。」
と
判
示
し
、
本
件
各
土
地
及
び

そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
地
勢
は
、
山
間
で

あ
り
な
が
ら
谷
が
存
在
し
な
い
平
坦
な
地
形
で
あ

り
、
戦
中
期
に
は
滑
空
場
が
建
設
さ
れ
る
ほ
ど
の
緩

や
か
な
傾
斜
地
で
あ
っ
て
、
本
件
ゴ
ル
フ
場
の
東
端

付
近
と
西
端
付
近
（
水
平
距
離
約
１
８
０
０
ｍ
）
の

高
低
差
は
約
40
ｍ
、
平
均
勾
配
は
２
・
22
％
、
平
均

斜
度
は
１
・
27
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
造
成

費
の
大
小
に
つ
い
て
は
、「
造
成
費
、特
に
土
工
事（
土

量
の
切
り
盛
り
移
動
）
を
余
り
要
し
な
い
」
と
い
う

方
が
よ
く
妥
当
す
る
と
い
え
る
。」
と
判
示
し
、「
そ

の
よ
う
な
土
地
に
平
成
29
年
通
知
を
適
用
す
る
に
当

た
っ
て
は
、（
中
略
）
地
勢
に
由
来
す
る
造
成
費
の

大
小
の
観
点
を
重
視
し
て
、「
林
間
コ
ー
ス
」
の
平

均
的
造
成
費
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
、「
本
件
決
定
が
、
本
件

ゴ
ル
フ
場
の
用
地
で
あ
る
本
件
各
土
地
の
適
正
な
時

価
を
算
定
す
る
に
当
た
り
、
造
成
費
の
評
定
に
つ
い

て
、
林
間
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
る
べ
き

で
あ
る
の
に
、
よ
り
高
額
の
丘
陵
コ
ー
ス
の
平
均
的

造
成
費
を
用
い
た
こ
と
は
相
当
で
な
い
」と
判
示
し
、

「
本
件
決
定
に
は
、
林
間
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費

を
用
い
て
算
出
さ
れ
る
（
中
略
）
価
格
を
超
え
る
部

分
の
限
度
に
お
い
て
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
違
法
が
あ
る
」
と
判

示
し
た
。

２　

国
賠
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法
に
つ
い
て

原
審
は
、「
原
判
決
が
説
示
す
る
と
お
り
、
本
件

決
定
の
趣
旨
は
、
取
得
価
額
と
造
成
費
の
算
定
に
当

た
り
、
取
得
価
額
に
つ
い
て
山
林
素
地
の
価
額
を
基

準
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
造
成
費
に
つ
い
て
も
、
丘

陵
地
帯
な
い
し
は
山
林
の
す
そ
野
の
造
成
を
前
提
と

す
る
丘
陵
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
る
こ
と

が
、
両
者
の
算
出
の
前
提
と
す
る
土
地
の
地
理
的
性

質
と
し
て
整
合
性
の
と
れ
た
評
価
に
な
る
こ
と
か

ら
、
取
得
価
額
に
つ
い
て
山
林
素
地
の
価
額
を
基
準

と
し
て
算
出
し
た
本
件
各
土
地
の
造
成
費
に
つ
い
て

は
、
丘
陵
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。そ
し
て
、

取
得
価
額
と
造
成
費
に
つ
い
て
、
評
価
基
準
の
「
付

近
の
土
地
の
価
額
又
は
最
近
に
お
け
る
造
成
費
か
ら

評
定
し
た
価
額
」
に
よ
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
も
当

該
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
性
質
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る

べ
き
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
を
算
定
す
る
に
当

た
っ
て
、
そ
の
前
提
と
す
る
土
地
の
地
理
的
性
質
の

整
合
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
上
記
の
解
釈
そ
れ
自

体
に
は
一
定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
場
合
に
、
両
者
の
整
合
を
図
る
方
法
と
し
て
、
取

得
価
額
に
つ
い
て
山
林
素
地
の
価
額
を
基
準
と
す
る

こ
と
は
一
審
原
告
も
異
論
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
こ
れ
を
優
先
し
、
こ
れ
に
整
合
す
る
よ
う
に
造
成

費
に
つ
い
て
丘
陵
コ
ー
ス
の
平
均
的
造
成
費
を
用
い

る
こ
と
と
す
る
こ
と
に
も
、
一
定
の
合
理
性
が
認
め

ら
れ
る
。」
と
判
示
し
、「
本
件
各
土
地
の
よ
う
に
地

理
的
性
質
と
造
成
費
の
大
小
が
連
動
し
な
い
特
殊
性

が
あ
る
場
合
」
の
「
平
成
29
年
通
知
の
適
用
上
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
確
た
る
先
例
が
あ
る
と
も
う
か

が
わ
れ
ず
、
上
記
の
よ
う
な
本
件
決
定
の
考
え
方
に

も
一
定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
本
件
委
員
会
が
上
記
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
に

本
件
決
定
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
委
員
会
の

委
員
に
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
た
。
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３　

原
審
は
、
前
記
の
と
お
り
判
示
し
て
、
原
告
及

び
被
告
の
各
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
原
告
が
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

第
５　

上
告
審
（
本
判
決
）

１　

本
件
登
録
価
格
の
誤
り
に
つ
い
て

最
高
裁
は
、「
本
件
決
定
は
、（
中
略
）
本
件
各
土

地
の
取
得
価
額
に
つ
き
山
林
比
準
方
式
を
用
い
て
評

定
す
る
以
上
、
整
合
性
の
観
点
か
ら
、
丘
陵
コ
ー
ス

の
平
均
的
造
成
費
（
８
４
０
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル
）

を
用
い
て
造
成
費
を
評
定
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
旨
の
理
由
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
各
土
地

に
つ
き
必
要
な
土
工
事
の
程
度
を
考
慮
す
る
こ
と
な

く
上
記
の
額
を
用
い
て
造
成
費
を
評
定
し
得
る
と
の

見
解
（
筆
者
注
：
以
下
「
本
件
決
定
の
立
脚
し
た
見

解
」
と
い
う
。）
に
立
脚
し
た
点
に
お
い
て
、
評
価

基
準
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。」
と
判
示
し
た
。

２　

国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法
に
つ
い
て

（
１
）
判
断
の
枠
組
み

本
判
決
は
、「
土
地
の
基
準
年
度
に
係
る
賦
課

期
日
に
お
け
る
登
録
価
格
が
評
価
基
準
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
価
格
を
上
回
る
場
合
に
は
、
そ
の
登

録
価
格
の
決
定
は
違
法
と
な
る
と
こ
ろ
（
最
高
裁

平
成
24
年
（
行
ヒ
）
第
79
号
同
25
年
７
月
12
日
第

二
小
法
廷
判
決
・
民
集
67
巻
６
号
１
２
５
５
頁
参

照
）、
当
該
登
録
価
格
に
つ
い
て
審
査
の
申
出
を

受
け
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が
、
評
価
基

準
の
解
釈
適
用
を
誤
り
、
過
大
な
登
録
価
格
を
是

認
す
る
審
査
の
決
定
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ

と
か
ら
直
ち
に
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
に
い

う
違
法
が
あ
っ
た
と
の
評
価
を
受
け
る
も
の
で
は

な
く
、
上
記
委
員
会
が
上
記
審
査
の
決
定
を
す
る

上
に
お
い
て
、
こ
れ
を
構
成
す
る
委
員
が
職
務
上

通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
な
く

漫
然
と
判
断
し
た
と
認
め
得
る
よ
う
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
限
り
、
上
記
評
価
を
受
け
る
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
元
年
（
オ
）

第
９
３
０
号
、
第
１
０
９
３
号
同
５
年
３
月
11
日

第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
47
巻
４
号
２
８
６
３
頁

参
照
）。」
と
判
示
し
た
。

（
２
）
本
件
へ
の
当
て
は
め

本
判
決
は
、
①
「
本
件
定
め
に
お
い
て
は
、
評

価
の
対
象
と
な
る
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
造
成
費
は
、

実
際
に
要
す
る
造
成
費
の
額
が
不
明
で
あ
る
な
ど

の
場
合
に
は
、
代
替
的
に
、
最
近
に
お
け
る
造
成

費
か
ら
評
定
し
た
価
額
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
平
均
的
な
い

し
類
型
的
に
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
工
事
の
程
度

に
応
じ
た
評
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
す

べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」、
②
「
評
価
基
準

第
１
章
第
10
節
二
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
の

取
得
価
額
と
造
成
費
は
、
飽
く
ま
で
も
別
個
に
評

定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。」、
③
「
本
件
定

め
の
解
釈
適
用
に
係
る
参
考
資
料
と
位
置
付
け
得

る
ゴ
ル
フ
場
通
知
や
解
説
に
お
い
て
も
、
ゴ
ル
フ

場
用
地
の
取
得
価
額
に
つ
い
て
は
、
周
辺
地
域
の

大
半
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
そ

の
評
定
の
方
法
が
決
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
一

方
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
造
成
費
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
土
工
事
の
程
度
等
に
応
じ
た
評
定
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
記
述
が
み
ら
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
、
取
得
価

額
の
評
定
の
方
法
に
応
じ
て
造
成
費
の
評
定
の
方

法
が
直
ち
に
決
ま
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述

は
み
ら
れ
な
い
。」、
④
「
本
件
決
定
が
立
脚
し
た

上
記
ア
の
見
解
（
筆
者
注
：
本
件
決
定
の
立
脚
し

た
見
解
）
に
沿
う
先
例
や
文
献
等
の
存
在
も
う
か

が
わ
れ
な
い
。」
と
判
示
し
た
上
で
、「
そ
う
す
る

と
、
上
記
ア
の
見
解
（
筆
者
注
：
本
件
決
定
の
立

脚
し
た
見
解
）
に
相
当
の
根
拠
は
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、「
し
た
が
っ
て
、
上
記

ア
の
見
解
（
注
：
本
件
決
定
の
立
脚
し
た
見
解
）

に
立
脚
し
て
評
価
基
準
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
本
件
委
員
会
の
委
員
に
職
務
上
の

注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
原
審
の

判
断
に
は
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
の
解
釈
適
用

を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

（
３
）
結
論

最
高
裁
は
、
前
記
の
と
お
り
判
示
し
て
、「
原

判
決
中
、
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
部
分
を
破
棄
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す
る
。
前
項
の
部
分
に
つ
き
、
本
件
を
大
阪
高
等

裁
判
所
に
差
し
戻
す
。
上
告
人
の
そ
の
余
の
上
告

を
却
下
す
る
。」
と
の
判
決
を
し
た
。

第
６　

本
判
決
の
考
察

１　

判
断
の
枠
組
み
及
び
基
準
に
つ
い
て

（
１
）
本
判
決
の
引
用
す
る
最
高
裁
平
成
５
年
３
月

11
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
民
集
47
巻
４
号

２
８
６
３
頁
、以
下
「
55
年
判
決
」
と
い
う
。）
は
、

「
税
務
署
長
の
す
る
所
得
税
の
更
正
は
、
所
得
金

額
を
過
大
に
認
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ

と
か
ら
直
ち
に
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
い
う
違

法
が
あ
っ
た
と
の
評
価
を
受
け
る
も
の
で
は
な

く
、
税
務
署
長
が
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
課
税
要
件
事
実
を
認
定
、
判
断
す
る
上
に
お
い

て
、
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務
を
尽
く

す
こ
と
な
く
漫
然
と
更
正
を
し
た
と
認
め
得
る
よ

う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
右
の
評
価
を
受

け
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判

示
し
て
い
る
。

本
判
決
は
、
55
年
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、
前

記
の
と
お
り
判
示
し
て
お
り
、
55
年
判
決
で
示
さ

れ
た
枠
組
み
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
55
年
判
決
の
判
断
の
枠
組
み
は
「
職
務
行
為

基
準
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

考
え
方
は
、
取
消
訴
訟
に
お
け
る
処
分
の
違
法
性

と
国
賠
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法
性
と
は
同
一
で

は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
（
違
法
性
相
対
説
）、

か
つ
、
国
賠
法
第
１
条
第
１
項
の
違
法
性
の
判
断

に
つ
き
、
公
務
員
の
職
務
上
の
注
意
義
務
の
違
反

を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
（
職
務
義

務
違
反
説
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家

賠
償
法
第
１
条
第
１
項
の
「
過
失
」
に
つ
い
て
は
、

民
法
の
不
法
行
為
の
「
過
失
」
に
お
け
る
議
論
と

同
様
に
客
観
的
な
注
意
義
務
違
反
を
も
っ
て
「
過

失
」
と
捉
え
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
賠

償
法
第
１
条
第
１
項
の
「
違
法
」
に
つ
い
て
職
務

義
務
違
反
説
を
採
る
場
合
に
は
、「
違
法
」
の
判

断
の
中
に
「
過
失
」
の
判
断
も
取
り
込
ま
れ
て
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
本
判
決
は
、
前
記
第
５
、２
の
（
２
）
の
と
お

り
、
本
件
へ
の
当
て
は
め
の
中
で
、
本
件
決
定
の

立
脚
し
た
見
解
に
は
「
相
当
の
根
拠
」
は
な
い
と

し
て
、
本
件
委
員
会
の
委
員
に
職
務
上
の
注
意
義

務
違
反
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
判
決
は
、
法
令
等
の
解
釈
適
用
の
誤
り
が

あ
る
場
合
に
、
公
務
員
の
職
務
上
の
注
意
義
務
違

反
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
か
か
る
法
令
等
の
解
釈
適
用
に
「
相
当
の
根

拠
」
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
基
準
で
判
断
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
も
と
よ
り
、
公
務
員
に
は
、
自
ら
が
担
当
す

る
職
務
に
お
い
て
関
係
す
る
法
令
を
正
し
く
解
釈

適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本
判
決
の
枠

組
み
及
び
基
準
に
よ
れ
ば
、「
職
務
上
の
注
意
義

務
」
に
違
反
し
た
と
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、「
相

当
の
根
拠
」
を
も
っ
て
法
令
を
解
釈
適
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２　

当
て
は
め
に
つ
い
て

（
１
）
本
判
決
は
、
本
件
決
定
の
見
解
に
「
相
当
の

根
拠
」
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
基
準
へ
の
当
て

は
め
に
お
い
て
、
前
記
第
５
、２
の
（
２
）、
①
な

い
し
④
の
と
お
り
判
示
し
て
い
る
。
前
記
①
は
本

件
定
め
そ
の
も
の
の
文
理
解
釈
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
②
は
評
価
基
準
第
１
章
第
10
節
二
（
本
件
定

め
を
含
む
。）
全
体
か
ら
見
た
解
釈
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
③
は
評
価
基
準
の
解
釈
に
関
す
る
「
参

考
資
料
」の
記
載
内
容
に
触
れ
る
も
の
で
あ
り（
な

お
、
ゴ
ル
フ
場
通
知
は
、
行
政
機
関
内
部
の
連
絡

文
書
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
評
価
基
準
の
解

釈
に
関
す
る
「
参
考
資
料
」
の
一
つ
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。）、
④
は
、
評
価
基
準
の
解
釈

に
関
す
る
「
先
例
や
文
献
等
」
の
存
在
に
触
れ
る

も
の
で
あ
る
。

（
２
）
前
記
①
な
い
し
④
の
判
示
か
ら
す
る
と
、
公

務
員
が
「
相
当
の
根
拠
」
を
も
っ
て
法
令
を
解
釈

適
用
し
た
と
い
う
た
め
に
は
、
法
令
の
解
釈
に
当

た
っ
て
、
条
文
の
文
理
は
も
と
よ
り
、
法
令
に
お

け
る
条
文
の
位
置
付
け
、
法
令
の
解
釈
に
関
す
る

通
知
等
の
内
容
の
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
先
例

等
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る



自治体法務研究 2023・秋◆ 90

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
法
令
を
正
し
く
解

釈
適
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
「
法
令
の

解
釈
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
身
に

付
け
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、

そ
の
上
で
、
法
令
を
読
み
、
法
令
の
解
釈
に
関
す

る
通
知
、
文
献
等
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
一
審
判
決
及
び
原
審
判
決
は
、
本
件
決
定
に

お
け
る
評
価
基
準
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
っ
た
と
判

示
し
な
が
ら
、「
取
得
価
額
と
造
成
費
に
つ
い
て
、

そ
の
算
出
根
拠
の
整
合
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の

解
釈
そ
れ
自
体
に
は
一
定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ

る
」（
一
審
判
決
）、「
両
者
を
算
定
す
る
に
当
た
っ

て
、
そ
の
前
提
と
す
る
土
地
の
地
理
的
性
質
の
整

合
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
上
記
の
解
釈
そ
れ
自

体
に
は
一
定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
」（
原
審

判
決
）
と
判
示
し
て
、「
本
件
委
員
会
の
委
員
に

職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。」と
判
示
す
る
。し
か
し
な
が
ら
、

評
価
基
準
の
解
釈
論
と
し
て
、「
土
地
の
地
理
的

性
質
の
整
合
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る

根
拠
が
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
か
判
然
と
し
な
い

も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、「
相
当

の
根
拠
」
の
有
無
と
い
う
基
準
に
よ
ら
ず
に
、「
一

定
の
合
理
性
」
の
有
無
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
い

る
点
に
お
い
て
も
、
本
判
決
と
比
較
し
て
曖
昧
な

基
準
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
本
件
は
、「
相
当
の
根
拠
」
の
有
無
と
い
う
基

準
に
よ
れ
ば
、
法
令
等
の
解
釈
の
誤
り
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
７　

本
件
の
参
考
判
例

（
１
）
在
留
資
格
を
有
し
な
い
外
国
人
が
国
民
健
康

保
険
法
第
５
条
の
「
住
所
を
有
す
る
者
」
に
該
当

す
る
か
否
か
と
い
う
法
令
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
た

事
案
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、「
あ
る
事
項
に
関

す
る
法
律
解
釈
に
つ
き
異
な
る
見
解
が
対
立
し
、

実
務
上
の
取
扱
い
も
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
相
当
の
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
公
務
員
が
そ
の
一
方
の
見
解
を
正
当
と
解
し

こ
れ
に
立
脚
し
て
公
務
を
遂
行
し
た
と
き
は
、
後

に
そ
の
執
行
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
直
ち
に
上
記
公
務
員
に
過
失
が
あ
っ
た
も
の

と
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。」、「
社
会
保
障

制
度
を
外
国
人
に
適
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

よ
っ
て
立
つ
社
会
連
帯
と
相
互
扶
助
の
理
念
か

ら
、
国
内
に
適
法
な
居
住
関
係
を
有
す
る
者
の
み

を
対
象
者
と
す
る
の
が
一
応
の
原
則
で
あ
る
と
解

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
各
通
知
に

は
相
当
の
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」、「
本
件
処
分
を
し
た
被
上
告
人
横
浜
市
の

担
当
者
及
び
本
件
各
通
知
を
発
し
た
被
上
告
人
国

の
担
当
者
に
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。」
と
判
示
し
て
い
る
（
最
高
裁
第
一
小
法

廷
平
成
16
年
１
月
15
日
判
決
・
民
集
58
巻
１
号

２
２
６
頁
）。

（
２
）
前
記
判
決
は
、「
公
務
員
に
過
失
が
あ
っ
た
も

の
と
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。」
と
判
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
務
行
為
基
準
説
と
は
別
の

枠
組
み
で
判
断
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、「
過
失
」
の
有
無
の
判
断
に
当
た
っ

て
「
相
当
の
根
拠
」
の
有
無
を
基
準
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
国
家
賠
償
責
任
の
成
否
と
い

う
点
で
は
、
本
判
決
と
同
じ
基
準
で
判
断
が
示
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
前
記
判

決
の
事
案
で
は
、
法
令
解
釈
の
点
に
つ
い
て
、
原

審
と
最
高
裁
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
し
、
さ
ら
に
、
最
高
裁
の
判
断
に
お
い
て
も
２

名
の
裁
判
官
の
原
審
の
判
断
を
正
当
と
考
え
る
と

の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
、
在
留
資
格
を
有
し
な
い
外
国
人
が
国
民
健

康
保
険
法
第
５
条
の
「
住
所
を
有
す
る
者
」
に
該

当
し
な
い
と
の
解
釈
に
も「
相
当
な
根
拠
」が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
な
ケ
ー
ス
に
当
た
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。


